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様式３ 

論  文  内  容  の  要  旨  

  〔   題     名   〕

ゼ ブ ラ フ ィ ッ シ ュ の 模 様 形 成 に お け る 長 距 離 作 用 を Delta-Notchシ グ ナ ル 経 路 が 制 御 す る  

学位申請者   浜田  裕貴   

動物の体表に見られる模様は、アラン・チューリングにより提唱された反応拡散理論の最適なモデルとして研究さ

れてきた。実験的な証明により、ゼブラフィッシュの模様形成においては2種類の色素細胞（黒色素胞、黄色素胞）の

相互作用が重要であり、その相互作用は反応拡散理論の要素を満たすものであった。その相互作用とは、これら２種

類の色素胞が近距離では互いに他方の色素胞存在を抑制しあうが、遠距離では黄色素胞は黒色素胞の生存を維持する

働きがあるというものであった。しかし、この色素胞間の相互作用は主にin vivoでの観察結果から確認されたもので

あり、その作用の分子的な基盤はほとんどわかっていなかった。今回この分子的な基盤を解明することを目指した。

遺伝子発現の解析から黄色素胞にNotchリガンドが黒色素胞にNotch受容体が発現していることと、Notchシグナル阻害

剤への暴露とトランスジェニックフィッシュの作製から黒色素胞の生存には黒色素胞へのNotchシグナルの入力が重

要であることがわかった。更に、黒色素胞が黄色素胞に対して長い突起構造を伸ばしていることを発見した。これら

の結果からDelta-Notchシグナル経路が黒色素胞の突起構造を通じて、色素胞間で見られた黄色素胞が黒色素胞の生存

を助けるのに働いていることが示唆された。今回の結果からゼブラフィッシュの反応拡散モデルで考えられていた遠

距離の作用は、物質の拡散を介さない形で成り立っていることがわかってきた。 




